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四国の各都市におけるイヌケホシダ（Thelypteris dentata）の生育状況 
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Abstract: The distribution and habitat of the subtropical alien fern Thelypteris dendata were investigated at 14 sites in 

the urban areas of Shikoku region, West Japan. Results showed that T. dentata was distributed at 13 of the 14 sites, 
which were located in the center of the city. T. dentata had been predicted to naturally grow under the present climatic 
conditions of most areas of Shikoku, and the prediction was almost correct. Thus, T. dentata was concluded to be a 
common alien species found in the urban areas of Shikoku. 
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はじめに 
 イヌケホシダ（Thelypteris dentata (Forssk.) E.P. St. John）（図1）は
亜熱帯性の外来シダ植物であるが，本来，自生でない温帯域におけ
る分布拡大が著しいことから，その要因として地球温暖化の可能性
が指摘されている（堀川ほか，2008；Murakami et al., 2007）．これま
で，イヌケホシダは，シンビジウムなどのラン科植物の鉢植えや温
室内に雑草として観察されており，庭先の園芸植物や温室などを経
由して広がったものと推定されている（山住, 1988）．よって，人に
よる運搬という，直接的な人為によって分布が拡大している可能性
もあり，単純に気候だけで説明することはできない（植村, 2010）．
植村ほか（2010）は，このように熱帯性植物の鉢物とともに運ばれ，
雑草化している植物のことをグリーンハウスウィードと呼び，イヌ
ケホシダもグリーンハウスウィードの一種と述べている．イヌケホ
シダは，近年，万博記念公園自然文化園（大阪府吹田市）などの都市域の自然回復緑化地にも多く確認さ
れており，今後，その雑草的性質には注意する必要があると考えられている（村上ほか, 2008）． 

イヌケホシダの国内での記録については，琉球地方では古いものもある（倉田・中池, 1983）が，本州 

 

 

 

 

 

 

では，和歌山県南部（山住, 1988）や大阪市内（山住, 2010）で，1950年代に初めて記録された．以降，神

図1.	 イヌケホシダの生育地の
様子（愛媛県松山市）.	 
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奈川県（岡, 1994），愛知県安城市（堀田, 2001）や千葉県（中池, 1996）などで次々に記録されており，現
在は本州南部のさまざまな地域で確認されている（植村ほか, 2010）． 

一方，四国地方におけるイヌケホシダの記録をみると，高知県では，古いものもごく最近のものも含め
て県全域に渡り分布が確認されている（高知県・高知県牧野記念財団, 2009）．徳島県では比較的古くに記
録されている（山本・徳島県博物館, 1978）ものの，『徳島県植物誌』（阿部, 1990）には未記載である．ま
た，愛媛県では1970年後半から1980年前半にかけて，いくつかの記録が報告されている（倉田・中池, 1983; 

山本, 1978）のみで現状は不明である．イヌケホシダの分布可能域や分布拡大予測を行った堀川ほか（2008）
によれば，イヌケホシダは，現在に近い気候下において，四国地方沿海部の全域で生育可能と予測されて
おり，既に広く分布している可能性が高い．そこで，本研究では四国地方の14箇所の都市域においてイ
ヌケホシダの分布調査を行い，得られた情報を整理・報告した． 
 
調査方法 
イヌケホシダの記録は，都市部の石垣や人工水路などに多い（Murakami et al., 2007）ため，本研究にお
いても都市部に調査地点を設けた．調査地点は，四国地方のうち，各地域の人口密集地である14都市を
選定した（図2）．調査範囲は，都市内の鉄道駅を中心に500 m ×500 mとし，イヌケホシダが確認された
時点で調査を終了した．また，イヌケホシダが見つからない場合には，この範囲内の路傍・石垣を可能な
限り，全域にわたり踏査した．イヌケホシダが確認された場合には，イヌケホシダ個体群の生育地タイプ
（マイクロハビタットタイプ），個体の概数，混生するシダ植物を記録し，発見された個体群の周囲に，
イヌケホシダの移入源と言われている温室や熱帯性植物の鉢植えがあるかどうかを調べた．マイクロハビ
タットタイプは石垣（垂直の壁であり，空隙のあるもの），壁（垂直の壁であり，空隙のないもの．主に
人工水路の内壁），路傍（路傍の空隙であり，垂直でないもの），建物間の空隙（宅地などの建物間の隙間
空間）の4種類に区分した．個体の概数は，3段階（1～10個体，10～100個体，100～1,000個体）で記録
した．以上の野外調査は，2009年12月7～8日, 13～14日, 29～31日にかけて行なった．なお，これらの
野外調査は，冬季に行われたが，イヌケホシダは常緑性である（岩槻，1992；村上ほか，2008）ため，そ
の存否の確認には大きな問題は起こらないと考えられる．気温データについては，各調査地点の中心とし
た駅の住所をもとに，東京大学空間情報科学研究センターが提供するCSVアドレスマッチングサービス
（東京大学空間情報科学研究センター, 2010）を用いてジオコーディングし，得られた緯度・経度から，
メッシュ気候値2000（気象庁，2002）を用いて2000年時点での平年値（1971年～2000年の平均値）を得
た．採集された標本はきしわだ自然資料館の標本庫に収蔵した． 
 
結 果 
 調査した14箇所のうち，西予市（卯之町駅周辺）を除く13都市でイヌケホシダが確認された（93.3%；
図2; 表1）．確認されたマイクロハビタットは，石垣が最も多く，次いで建物間の隙間が多かった．混生
していたシダ植物は，イノモトソウ（Pteris multifida Poir.）が最も多く，ノキシノブ（Lepisorus thunbergianus 

(Kaulf.) Ching），カニクサ（Lygodium japonicum (Thunb.) Sw.），イシカグマ（Microlepia strigosa (Thunb.) C.Presl）
がそれらに次いでいた．イヌケホシダが発見されなかった西予市ではサトメシダ（Athyrium deltoidofrons 

Makino）が多く見られた． 

イヌケホシダ個体群の周辺に温室があるかどうかについても調査したが，どの調査地点においても特に 
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図2．調査地点（1: 高松；2: 丸亀；3: 徳島；4: 吉野川；5: 美馬；6: 三好；7: 四国中央；8: 今治；
9: 松山；10: 東温；11: 八幡浜；12: 西予；13: 宇和島；14: 高知）． 

表1．各調査地点の気候条件と発見されたイヌケホシダの個体数，マイクロハビタット，イヌケホシダと共存していたシダ
植物 
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温室が隣接していることはなかった．また，移入源となりそうな鉢植えが確認された場合もあったが，特
に移入源となりえるものが見つからない個体群がほとんどであった． 
 
考 察 
 今回の調査では，西予市を除き，全調査地点でイヌケホシダが確認された．よって，四国の都市部にお
いて，イヌケホシダは，普通に見られる外来植物となっていると考えられる．山間部を除く四国のほぼ全
域がイヌケホシダの生育適域になるとした堀川ほか（2008）の予測は，ほぼ的確であることが確認された．
ただし，イヌケホシダの生育地として不適とされた三好市の阿波池田駅周辺（調査地点6）にも生育が確
認され，その予測には改善の余地が残されている． 

イヌケホシダが未発見の西予市は，本研究の調査地の中で，最も平均気温，暖かさの指数，日最低気温
が低く，それぞれ13.7℃，107.9，-0.7℃であった（表1）．イヌケホシダは亜熱帯性植物であるため，西予
市の気温が他の地域よりもよりも低いことが，イヌケホシダが生育していなかった理由かもしれない．近
畿地方での分布を調べたMurakami et al.（2007）の報告では，最北個体群は滋賀県中部の彦根市（河瀬駅
付近）であるが，この調査地点の2000年時点での平年値は平均気温で14.1℃，暖かさの指数で112.8であ
った．これらのことから，平均気温で約14℃，暖かさの指数で110前後の気温条件が，イヌケホシダの寒
さに対する分布の限界に近い条件と推定される．植村（2010）は，イヌケホシダの生育状況の観察から，
建物内の植え込みや側溝内など，明らかに冬の寒風を避けて生育していると述べている．これを裏付ける
ように，筆者らが四国やその他の地域で発見した個体群も，その多くが側溝や石垣の隙間，建物間の隙間
などであった．これらの人為的なマイクロハビタットは，亜熱帯性植物が冬の寒さに耐えるのに役立って
いるものと推定されるが，通常気象台が計測・公表している気温値に対して，どの程度，差があるのかに
ついては不明である．しかし，「石垣イチゴ」として知られる石垣による伝統的なイチゴ栽培手法は，石
の輻射熱を利用した栽培技術として知られており（草川, 1992; 静岡・久能苺狩り組合, 2011），石垣の隙間
は冬期にも高い蓄温機能を持ちうる環境と考えられる．このような効果が，都市の側溝や石垣にもあると
考えれば，これらの人為的ハビタットが，一般的に冬の寒さに弱いと考えられる亜熱帯性植物の生育を可
能にしていることは十分にありえることである．これまで，分布の北上傾向が指摘されている亜熱帯性シ
ダの中に，モエジマシダ（Pteris vittata L.），ホウライシダ（Adiantum capillus-veneris L.），イシカグマなど
の石垣を生育地とする植物が多く含まれている（Murakami and Morimoto, 2008; 田中・佐藤，2008）ことは
偶然ではないであろう． 

今回の調査では，イヌケホシダ個体群の周辺には，温室や，移入源となりえる鉢植えは見られなかった．
この種は，もともと温室を起源に分散し，分布を拡大したものと考えられるが，現在は都市マトリックス
内のさまざまな隙間環境に適応して野生化し，個別に移入源を特定できない個体がむしろ多い．近年，重
要性が認識されつつある都市の生態系において，イヌケホシダの影響は未知である（村上ほか, 2008）こ
とから，分布の北上傾向が指摘されている他のシダ植物とともに，今後の動向について注目すべき植物の
一つである． 
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